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合同入社式2

～ 新入社員をひとりぼっちにしない ～

　求人教育委員長の今村暢秀さんの号令のもと、合同入社
式のリハーサルが行われました。新入社員が緊張する中、
挨拶にもだんだん慣れ、笑顔が垣間見えるようになって、
いよいよ本番の合同入社式となりました。

　田中正志代表理事から
は、勇気を持って「先輩
に聞く」大切さを教わり
ました。うまくいった時

「ありがとうございます」、
失敗した時は謝るという
ことを学びました。加え
て、３か月したら次のス
テージが見えて来ると言
うお言葉を頂きました。
　来賓の愛媛県経済労働
部部長 松田雄彦様から
は、愛媛県庁に入社した
ころを思い出しながら、

「いつまでも初心を忘れず
に飛躍して欲しい」と言
う言葉が身に染みる祝辞
でした。最初の３年５年
が基礎を固めるというお
言葉には、周りの方々も、
大きく頷いておりました。
集まった６社 10 名の精
鋭たちは、緊張しながら

も、目をキラキラ輝かせていました。
　昨年この合同入社式に参加した先輩からもお言葉をいた
だきました。昨年入社の㈱世起 西山菜緒さんより、「一日
も早く一人前になるよう」アドバイスをいただきました。

「昨年、入社式に参加して責任の重さを感じたこと」「先輩
にご迷惑ばかりかけていること」を話していただき、「続け
ていこう」と力強い言葉で締めていただきました。
　愛媛大学名誉教授 山本万喜雄先生からは、「共に働く喜
び」を感じるための講演がありました。山本先生から、我
が同友会が「経営方針をしっかり立てる会社が揃っている

こと」「従業員教育に力を
入れていること」を話し
ていただいた時には、私
が同友会の一員であるこ
とを誇り高く感じました。
多種多様の世の中になっ
ても、知ろうとする人が
相手を喜ばせることがで
き、会社になくてはなら
ない人に成長するという
言葉に、参加者は目を輝
かせて聞いていました。

資源がなくても知恵を出し合う中小企業ならではの良さ。
一緒に働くことができる喜びを感じる中小企業の良さ。そ
ういったことを感じながら、つまらんと思っても共に働く
喜びを感じてほしいと話していただきました。マキオ先生
は、「ダジャレ」を「ユーモア」と言ってくれと話すことで、
緊張を解きほぐしていました。
　今回は、新聞社、テレビ局等、マスコミの取材が多かっ
たことは嬉しかったです。午後からの新入社員研修の休み
時間に、今村委員長がスマートフォンでニュースを観せる
と、新入社員たちは、自然と輪を作り、お互いの顔を見な
がら、笑顔に包まれていました。自分たちが新入社員となっ
た喜びと責任を感じたひとときではなかったでしょうか。

寄稿：木本 康聖さん
（木本経営コンサルタント事務所／伊予・松前支部）

◆ 日　時：４月２日（火）10：00 ～ 12：00
◆ 会　場：二番町ホール
◆ 参加者：24 名（うち新入社員６社 10 名）

山本万喜雄 
愛媛大学名誉教授による記念講演

来賓の松田雄彦
愛媛県経済労働部部長

田中正志代表理事の開会

合同入社式



新入社員研修 3

～ 学生と社会人の違いを学ぶ ～

　今年の新人社員研修は、
合同会社 EIS にお願いし
ました。代表の西村友祐さ
んは、日頃から学生と企業
の橋渡しをしています。そ
のためか、学生と社会人の
違いをふんだんに交えた研
修となりました。
　それぞれの自己紹介の
後、「エンゲージメントカー
ド」というツールを使っ

て、自分の価値観を見つめあうグループ学習が行われまし
た。緊張した合同入社式とは違い、だんだんと笑顔を取り
戻し、お互いがお互いを認め合う姿は、眩しいくらいです。
　「人間は変化を嫌う生き物」「誰かの常識は誰かの非常識」
という話は、頭が凝り固まってしまっているベテラン社員
にも聞かせたい話だと思いました。アニメのキャラクター
から学ぶコミュニケーション術は、わかりやすかったのか、
受講生が大きくうなずく姿が印象に残りました。自分の特
性を知るためにいくつかの質問がありました。その質問に
チェックを入れる目はみんな真剣で、少しでも早く新社会
人として立派になりたいという気持ちが溢れていました。
一流、二流、三流、の解説では、全員が一流になりたいと
いう気持ちが目の輝きから感じられました。
　２日目のクリティカルシンキングでは、批判するだけで
はなく、どうすれば良くなるかを考える思考を学びました。
私自身が銀行員時代、独身寮で会社の批判ばかりする男が
いたことを思い出しました。彼が聞いていたら、真っ赤に
なって逃げ出したかもしれません。そういう人間に育たな
いよう、課題を正確に把握して実現可能なアクションを行

える社会人に育っていってほしいと心から願います。
　PDCA サイクルのポイント、報告・連絡・相談のポイン
トを学びました。社会人として最初に学ぶべきものです。そ
れまでは分かりやすい事例でしたが、今回は深い事例でした。
この事例で、各自が自分自身で考えたことによって、社会人
としての自覚が芽生えていく姿を見ることができました。
　メールのマナーでは、SNS に慣れてしまっている人たち
にとっては、驚きの連続でした。今までは、どうでもいい
と思っていたことが、社会人になったら許されないことだ
ということを感じてくれました。具体的には、わかりやす
く見やすく相手のことを思って書かなければいけないとい
うことです。そのためには毎回署名を入れること、なるべ
く早く返信すること、急ぎの連絡ではメールは使わないこ
と、などが挙がりました。最初は不思議そうな顔をしてい
ましたが、事例により納得していました。
　これは知り合いの経営者から聞いたのですが、最近の若
者は、電話は取らないそうです。携帯電話が普及し、家に
電話がかかってこないそうです。そのため、会社で電話が
鳴っても、それを取らなければならないことを教える事か
ら始まるそうです。西村さんもこのことを配慮した指導を
行ってくれました。
　最後に会社で活躍する人材になるためにどうすればいい
かを各々に考えさせました。そして、目指したい自分にな
れるためのゴール設定を行いました。
　ところで、読んでくださった方に質問します。あなた自
身のゴール設定はされていますか？あなた自身のゴール設
定を忘れていませんか？

寄稿：木本 康聖さん
（木本経営コンサルタント事務所／伊予・松前支部）

◆ 講　師：西村 友祐 氏
合同会社 EIS 代表社員／愛媛同友会会員

◆ 日　時：４月２日（火）13：00 ～ 17：00 ／４月３日（火）9：00 ～ 17：00
◆ 会　場：一番町ホール
◆ 参加者：新入社員 10 名

講師の西村友祐氏

新入社員どうしで学びあいました

新入社員研修



松山支部第 1 地区会4

経営指針書発表会
～ 経営指針書は自社と働く社員さんの未来計画図 ～

松山支部第１地区会 ４月例会

◆ 報告者：中鋪 和範 氏　㈱アクティブ・アート 代表取締役／松山支部第 1 地区会
片岡 慎太郎 氏　㈲マキフーズ 取締役常務／松山支部第 1 地区会

◆ 日　時：４月 24 日（水）18：30 ～ 21：00
◆ 会　場：二番町ホール・二番町ルーム
◆ 参加者：34 名

　松山支部第１地区会の例会は昨年 10 月に続き「経営指針
発表会」実施しました。今回は中鋪和範さん（㈱アクティブ・
アート）と片岡慎太郎さん（㈲マキフーズ）のお二人に発表
していただきました。
　自社を取り巻く内外環境、脅威、機会を緻密に分析され
クロッシングからこれから自社は何をしていくべきかを明
確に示した指針書を基に語られる「社員さんの幸せを第一
に考える」経営に胸が熱くなりました。
　質疑応答タイムではすべての質問に対して、明確なビ
ジョンと情熱的でありながらロジカルな見解を示され、社

員さん目線で聞いていましたがこの会社の未来は明るいと
確信できるものでした。
　お二人の報告を聞き会社は何の為、誰の為に、どこへ向
かっていくのかが明確に伝わってくる内容で圧倒されまし
た。社員さんの夢がそのまま事業計画になることもあると
のことで自分もお二人のように「社員さんが仕事を通じて
自身の夢を叶えられる」そんな会社経営をしていきたいと
思いました。中鋪さん、片岡さん貴重なお話をありがとう
ございました。
　今年も多くの仲間と経営指針成文化セミナーに参加した
いと思います。みなさん是非、セミナーに参加しましょう！

寄稿：高岡 直矢さん
（㈲ダスキンタカモリ／松山支部第 1 地区会）

山口光俊地区会長の開会

報告する片岡慎太郎氏

　小料理屋まつもとの他にも「スナック ニューゴールド」
も営業しておられ、こちらは 25 時まで、「まつもと」は朝
方まで営業しています。
　飲んだ後の締めにはおにぎりとお味噌汁をどうぞ！

寄稿：山西 亮平さん
（サンワサポート愛媛㈱／松山支部第１地区会）

　我々山本康弘探検隊は、飲み会前の楽しいひと時を求め
て、三番町の路地に向かいました。今回訪れたのは、「小
料理屋まつもと」です。姉妹で営まれており、店長である
松本莉沙さんは元々、接待で使われるような高級料理店で
働いておられました。このお店のコンセプトは「待ち合わ
せの時間より早く着いた時フラッと一人でも立ち寄れるお
店」「お客様同士も仲良くなれるお
店」です。
　入会のきっかけは「お店をオープ
ンして１年、三番町を中心に飲食の
友人は多くできた。これからは他業
種の人間関係を築きたい」「経営の
勉強をしたことがなく、年齢を重ね
るごとに勉強をしたいという気持ち
が強くなってきた」ということで、
㈱日の出都市開発 山本康弘さんの
勧めで入会されました。

松山支部第１地区会会員紹介：小料理屋まつもと　松本 莉沙さん

スナック ニューゴールド左から松本綾奈（妹）さん、松本莉沙さん、山本康弘さん



松山支部第 2 地区会 5

松山支部第２地区会 ４月例会

　かつて川本さんは松山支部第２地区会の幹事長をされて
いましたが、保険代理店会の四国ブロック代表に就任した
ことを機に 2017 年に幹事を退任されていました。新年度
より第２地区会の地区会長に就任予定で、新たな決意で今
回の報告に臨まれた次第です。
　川本さんが同友会の幹事から離れていた頃は、保険業界
も変革期にあり、各販売代理店は売り上げマージン率の

アップを目指して、年度
末には大変な思いをして
いたそうです。そんな時、
今治の某代理店から一緒
にやらないかとの申し出
があったので、渡りに船
でその話に乗ったそうで
す。しかし、２つの会社

は仕事のやり方も社風も違い、調和を優先するあまり、言
いたいことも言えないような状態になり、中々うまくいか
なかった。さらにその今治の代理店が、大手の代理店の傘
下に入ることになり、川本さんも誘われました。確かにそ
うすると売り上げや損保会社からの評価ポイントに悩まな
くて済む。しかし、理念やビジョンの共有のない利害関係
だけで会社をくっつけることは、長い目で見てマイナスに
しかならない。いざとなったら一人でやっていけばいい、
と腹をくくって、自社だけでやっていくことに決めました。
　そうすると不思議なことに、経営指針成文化セミナーに

参加して作った企業理念が３割くらいしっくりこなかった
のが、自分自身納得できる新たな企業理念が頭に浮かび上
がったそうです。それが「人を守る 企業を守る」です。
　当時コロナ禍で企業の危機管理についての意識が高まっ
た中、ＢＣＰ社内研修など新たな仕事にも取り組まれまし
たが、保険商品を売るためという視点ではなく、「地域の困
りごとを解決する」という本来の保険業のあり方を根本に
据えることで迷いが無くなったそうです。
　同友会で学んだ理想と売り上げをあげていかなければな
らない現実に悩みながら、現状の打開の道筋が揺るぎない
企業理念の構築であったという内容は多くの会員に参考に
なるものだったと思います。
　活発なグループ討論の後の、座長の中さん（㈱ナカフー
ドサービス代表取締役 中篤史さん）の楽しいまとめは「ご
ちそうさまでした」。
　最後は今回が地区会長として最後の例会となった桑波田
健さんへ花束贈呈もあり、和やかな雰囲気に包まれた新し
い第２地区会の船出となった例会でした。

寄稿：日野 啓介さん
（日野啓介社会保険労務士事務所／松山支部第２地区会）

〔企業理念、外部環境の変化への取り組み〕 同友会での学びをどう活かすか
～ 失敗から学んだ意思決定 ～

◆ 報告者：川本 創 氏
千代田商事㈲ 代表取締役／松山支部第 2 地区会幹事

◆ 日　時：４月 15 日（月）18：30 ～ 21：00
◆ 会　場：一番町ホール
◆ 参加者：31 名

左から、川本 創さん、中篤史さん

真剣に意見交換しました

　同友会の活動では、福祉系企業の繋がりも増やしたいが異
業種の方とも交流し、経営マインドを学んでいきたいと今後
のビジョンを語って頂きました。一緒に頑張りましょう！

寄稿：森 勝彦さん
（NPO 法人家族支援フォーラム／松山支部第２地区会）

　名越一高さんは 2020 年より訪問看護ステーション「え
ひめ地球号！」を立ち上げられました。野村町出身の 45 歳、
三人の娘さんを持つパパです。
　松山市・今治市で看護師として務められた経験と、ご自
身も他者と合わせ過ぎたり他者の意見を取り入れ過ぎるこ
とで自分の考えが持ちづらかった過去と、カウンセリング
を受け徐々に楽になり現実が変わっていったという実体験
を通し、自分もそういった支援・サービスを提供したいと
いう想いから起業されました。訪問看護を通して利用者様、
ご家族の皆様、地域の皆様との出会いを大切に、みんなで
１つの乗り物をイメージして一緒に乗り込み、共生してい
きたい。えひめ地球号にはそんな想いが込められています。

「そのままの自分で愛されて良いんだ」と穏やかな笑顔の中
で力強くおっしゃっていたお姿は熱い想いが込められてい
て印象的でした。

松山支部第２地区会会員紹介：一般社団法人晋縁会　名越 一高さん

左から、津田雅士さん、名越一高さん、森勝彦さん



松山支部第 3 地区会／新会員オリエンテーション6

任当初は何をしていいか全く分からない状態だったが、同
友会に入会して多くの経営者の方々の話を聞く中ですごく
視野が広がって具体的な取り組み方も見えてきた。挑戦す
ることを目標に掲げ日々コツコツ頑張っていますというお
話がありました。
　社長と薬剤師、両方の仕事に関わり多忙な毎日を過ごす
なかでも、信頼される薬剤師・薬局を目指しお客様との健
康コンシェルジュ的な関係作り。気軽に来店できて、ここ
に来たら健康になれるような健康コミュニティスペース作
り。等々、夢をたくさん描いていらっしゃいます。
　夢をもって目標に突き進む大切さを実感できた会員訪問
でした。

※ＱＲコードから動画も是非ご覧ください。▶︎

寄稿：鎌田 大輔さん
（㈱ダイオーズ四国 OCS えひめ／松山支部第３地区会）

　地域の健康を支え「ほっとする薬局」を展開している城西
調剤薬局グループ。経営者であり薬剤師でもある渡部裕之
さんへお伺いしました。
　スーツではなく薬局の制服を着ていた事もあり、とても
優しくて相談しやすそうなお兄さんといった第一印象。現
在 31 歳の渡部さんは代表に就任したのが昨年の６月。就

松山支部第３地区会会員紹介：㈲城西調剤薬局　渡部 裕之さん

左から、白石晴奈さん、川﨑暁子さん、渡部裕之さん、鎌田大輔さん

同友会はどうゆうかい？
新会員オリエンテーション（中予会場）

学び自分たちの思い描く未来を言葉にできたことで、ワク
ワクするような地域づくりに向かって進んでいる事などに
ついて報告がありました。山﨑さんからは、同友会で学び
続けてきて 2023 年度は最高売り上げを達成する事が出来
た。入会動機は人それぞれで自分は無理やり入会をさせら
れたが、異業種の方と本音で語り合う同友会がどんどん好
きになっていったと笑顔で話をされていました。同友会で
の学びを自社経営に活かされているお二人の報告は、新会
員さんに強く印象に残ったと思います。
　その後「あなたの会社の課題はなんですか？」というテー
マでグループ討論を行い、入会式と進み、武田正輝さんの
閉会挨拶で終了となりました。
　懇親会には 12 名の新会員さんにご参加をいただき、大
いに盛り上がりました。
　なお特筆すべきは、ホームページをみてゲスト参加をして
くださった中島佳代子さんが入会を決めて下さいました。

寄稿：中村 剛さん
（㈱コピー愛媛／松山支部第３地区会）

　新会員 13 名、ゲスト１名をお迎えし、今年度３回目と
なる新会員オリエンテーション＆入会式が開催されまし
た。田中正志代表理事の開会挨拶のあと、司会の大坂忍さ
んから新会員の紹介があり、会場が大きな拍手で包まれ温
かい雰囲気のなか進行していきました。
　まず始めに桑波田健さんが、新会員オリエンテーション
用に作成されたテキストをもとにして、主に「同友会の歴
史」「同友会の組織と活動」「e.doyu、名簿アプリの活用」
について、要点を絞って丁寧に説明をしてくださいました。
　続いて先輩会員の体験談では、特別養護法人ホーム梅本
の里統括施設長 杉本太一さんと、協和パックス㈱代表取締
役 山﨑剛さんから、「会社経営と同友会は車の両輪」とい
うタイトルで報告がありました。杉本さんからは、例会の
グループ討論で従業員さんの愚痴ばかりこぼしていたとこ
ろ、全ては自分の考えや行動が間違っていたことを同友会
の先輩会員から気付かせてもらった。同友会で経営指針を

◆ 日　時：４月 12 日（金）18：30 ～ 20：20
◆ 会　場：二番町ホール、くいもの屋わん
◆ 参加者：31 名

温かい雰囲気

あなたの会社の課題は？
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ています。「社会は常に動いている。その中で競争力を持つ、
特化したなにかを常に考えていかないと取り残されてしま
う」。しっかりとした理念と未来を見据えた行動に、さすが
同友会支部長を務めたリーダーらしい信念を垣間見ました。

寄稿：森田 文子さん
（㈱かがやき総合保険企画／四国中央支部）

　四国中央支部からの紹介は、いつでもどこでも「鉄のこ
となら俺に聞け！」のユニフォーム姿でご存知の㈲石川工
作所 代表取締役 石川義和さんです。支部長を３期務めて

本当に人が変わったよう
だと思うほど雰囲気が変
わったと感じています。
　常に前向きで、時代に
挑戦する姿勢を持ち経営
に臨んでいる石川さんは、
新技術のファイバーレー
ザー溶接機を導入。従来
に比べより高度な溶接が

可能なだけでなく、操作が容易であり更に作業時間も短縮、
電気代コストも五分の一。従来の技術的課題解決だけでなく
将来の課題、コストや熟練技術者不足にも備えた技術となっ

四国中央支部会員紹介：㈲石川工作所　石川 義和さん

四国中央支部 ４月ハイブリッド例会

石川義和さん

　四国中央支部４月
例会は、同支部会員
である続木満豊さん
と田中広明さんにご
報告をしていただき
ました。今までお二
人が学ばれた指針塾
と経営指針成文化セ

ミナーを受講して成長したお話を聞かせていただきました。
　続木さんは同友会へ入会して勉強方法があることを学んだそ
うです。そのおかげで考え方もいろいろ変化しているそうです。
社員の教育であったり、今後この会社をどういう方向へ進める
のか目標を立てて将来のビジョンが明確になったそうです。
　田中さんはもともとコミュニケーションが得意ではな
かったが、経営するにあたってそれではダメだと思い、同
友会で学びたいと率先して参加されています。今では周り
との接し方もとても素晴らしく、社員に対してもその対話、
対応の仕方も慣れてきたそうです。学ぶことは人にとって
何か影響を与えるものだと周りの方はすごく気づきます。
その気付きを今後も大事にしていきたいですね。気づきが
なければ前進はありませんので！
　今回報告を行うことでお二人とも改めて勉強の大事さを
痛感したと思われます。学ぶことを通じてそれぞれこの先
のビジョンであったり問題にぶつかった時などの対処方法

であったり、共に学ぶことで助け合う仲間がいることを肌
身で感じている事と思います。当然他の会員の方も同様に
思っている事と思います。
　今回の例会にはゲストの方もたくさん来られておりまし
た。共に学べる機会を共有できることは素晴らしいことだと
感じます。共に学べる仲間を増やしていくことで地域が活性
化していくのは必然と思いますのでこれからも皆さん力を合
わせてこの四国中央市を盛り上げていきたいと思います。

寄稿：菅 好裕さん
（ネッツトヨタ瀬戸内㈱めんどり店 ／四国中央支部）

〔経営計画の学び方〕 気づきと成長の報告
～ 指針塾と経営指針成文化セミナーの両方を受講して学んだこと ～

◆ 報告者：続木 満豊 氏　㈱ＮＡＤ 代表取締役／四国中央支部幹事
田中 広明 氏　Ｍ＆Ｃタナカ 代表／四国中央支部幹事

◆ 日　時：４月 18 日（木）18：30 ～ 21：00
◆ 会　場：グランフォーレ
◆ 参加者：24 名

左から、大村英幸さん、
田中広明さん、続木満豊さん

共に学びあいました

報告のようす

㈲石川工作所のホームページ
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今治支部 4月例会

　社会福祉法人 sign
の末竹伸さんに「は
たらく幸せを考える」
についてご報告いた
だきました。
　現在は、相談支援
専門員として多忙な
毎日を過ごされてい

ます。末竹さん自身、もともとは、働くことに関してあま
り深くは考えておらず、やりたいこともなかったようです。
しかし、色々な方との出会いや経験をされていく中で、「は
たらく」ことを深く考えるようになっていったようです。
また、現在の法人で、様々な部署や役職を経験され、結果
もしっかり出し、順調にいっていました。
　ところが、末竹さんの右腕、エースの方の退職を経験され
ました。その時、本当の声を聴くことができ
ていたのかと悔やまれたようです。職員さん
のことを信頼していると言いながら、実際は
信頼できていなかったのではないかと考え、
そこで職員さんともっと話をすることで、自
分の想いと、職員さんの想いのギャップに気
づかれます。また、職員さんの本当の声が聞
けておらず、同友会での学びも表面的で本質

的なことが学べていなかったことに気づかれます。
　様々な経験を通して、はたらくということは、「人生を豊
かにしてくれるもの」、「人を幸せにするものでなければい
けない」、「だれもがはたらく幸せを感じるためのキーワー
ドは『人を活かす』ことだ」と再認識されました。
　最後に、末竹さんから、「本当に社員さんは、あなたの会
社ではたらくことで、幸せになっていますか？本当の声を
聞けていますか？聞く覚悟はありますか？」との投げかけ
がありました。
　私自身、普段から社員とのコミュニケーションはよく
とっている方だと思っていました。しかし、報告や、グルー
プ討論で色々な方の意見を聞く中で、自分はまだまだでき

てないなと痛感しました。職員は幸せ
になっているのか、上辺だけじゃなく
本当の声を聞けているのか、本当の声
を聞くにはどうすればいいのか、など
色々と考えさせられる大変良い機会に
なりました。

寄稿：黒川 洋輔さん
（㈲キャンパス／今治支部）

〔はたらく環境づくり〕 はたらく幸せを考える。
～ 社員さんは幸せですか？あなたは幸せですか？ ～

◆ 報告者：末竹 伸 氏　
社会福祉法人Ｓｉｇｎ 常務理事／今治支部幹事

◆ 日　時：４月 23 日（火）18：30 ～ 21：00
◆ 会　場：今治地域地場産業振興センター
◆ 参加者：25 名

考えさせられる討論

報告のようす

左から、末竹 伸さん、松田 泰幸さん

　自身の思いがたっぷりのった経営理念や指針を作成済み
ですが、思うようなスピード感を持った経営の実践ができ
ていないと感じ、諸々手を打とうと計画していた中、コロ
ナの拡大で足踏み。コロナが落ち着いたと共に、現在進行
形でバッキバキに改革を進めている最中といいます。例え
ば管理職・中堅・新人別に研修を実施したり、朝礼など日
常的に触れる機会を作るなどしながら、経営理念や指針を
社員さんに落とし込みをされているところで、２～３年後
にこの成果が出るのでは、ということでした。次回の訪問
が楽しみです。
　そして何より貝崎さんがスゴいのはその行動力！テレビ
等々で、この人と会いたい！この人の話が聞きたい！と
思ったら、すぐにアポを取って行動。実際に友達になった
人もいるのだとか。農福連携にも関心が強く、数年後のビ
ジョンもお持ちです。その他、ここには書き切れませんの
で是非、例会での報告をお願いします！

寄稿：末竹 伸さん
（社会福祉法人 S i g n ／今治支部）

　㈱まるを訪問し、代表取締役の貝崎哲也さんからお話を
伺いました。
　貝崎さんは児童福祉サービスの分野を中心に、今治市・
西条市に８カ所の福祉事業所を展開されています。同友会
へ入会したきっかけは、「居心地が悪い所に身を置きたい
と思ったから」だそうで、それは現状に満足することなく、
常によりよい経営を追求する姿勢の表れでもあります。

今治支部会員の経営指針：㈱まる　貝崎 哲也さん

左から、杉原一史さん、貝崎哲也さん、末竹伸さん
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伊予・松前支部 ４月例会

　 伊 予・ 松 前 支 部
４月度例会は、今治
支部より㈲周桑電気
工業所・代表取締役
社長の杉原一史さん
に、さまざまな経営
課題や発生する問題
に対してどのような
姿勢で臨み、会社を

成長させてきたのか実践事例を報告していただきました。
　杉原さんは、父親が経営していた現会社に一社員として入
社後、ベテランの職人さんの中で当初は自分だけが仕事が出
来ないことに悩みながらも、ひとつひとつ現場の仕事を覚え
ながら、後継者としても経営を学び実践されてきました。
　高圧の電気工事業という業種は、深夜作業や危険が伴う
など、若い世代から人気が出にくい仕事です。採用活動に
も積極的に取り組まれ複数の社員の
採用にも成功しますが、１年以内に
どちらも辞めてしまうなど、思うよ
うに社員の定着が進まないことに悩
まれたそうです。そのような中で、
同友会に入会したことをきっかけに
例会や経営指針成文化セミナーなど
での学びを活かした経営改革に取り
組まれました。

　杉原さんは経営指針書を作成する過程で、会社の理念につ
いてあらためて前社長である父親の言葉を思い出し、経営者
として大切なことに気づくきっかけにもなったと語ります。
日給制だった給与制度を月給制に切り替えるなど、従業員目
線で安心して働けるよう職場環境の改善に臨まれた結果、こ
こ数年で将来を期待できる若手世代が育ってきており、着実
に会社の成長を感じられるまでになってきたそうです。
　例会を通じて、同友会活動の良さは経営を学び実践して
いくなかで、自らの成功も失敗もオープンにしそれに正面
から謙虚に向き合うことで、経営者として成長していくと
ころにあると感じました。杉原さんの報告は、まさに会社
の経営危機から逃げることなく向き合い、失敗も将来への

教訓にすることで愚直に経営に取り
組まれてきた実践事例にあふれたも
のでした。「地域のライフラインをこ
れからもずっと大切につないでいき
ます」という理念のもと、地域に欠
かせない存在になって欲しいと思い
ます。ありがとうございました。

寄稿：城戸 陽一さん
（㈱そごうマート／伊予・松前支部）

〔従業員の採用と定着〕 漢（オトコ）杉原の苦難と挑戦の道程
～ 人に愛される会社とは ～

◆ 報告者：杉原 一史 氏　
㈲周桑電気工業所 代表取締役社長／今治支部

◆ 日　時：４月 19 日（金）18：30 ～ 21：00
◆ 会　場：二番町ホール
◆ 参加者：40 名

左から、好永隆之さん、杉原一史さん

報告のようす

経営体験を交流しました

インメントの「地産知笑」を推進してく企業であり続けます
と力尽く語っていただきました。

寄稿：八束 和志さん
（㈱ヤツヅカ／伊予・松前支部）

　㈱魅せるぜえひめ愛の石鎚山太郎さんを訪問してきまし
た。今回は、砥部道場のリングの前で対談させていただき
とても迫力がありました。
　山太郎さんは前職で営業している時にプロレスののぼり
を見てすぐに愛媛プロレスに入団したそうです。入団の決
め手は、自分自身が変わりたいと思っていた時期だった事
と愛媛プロレスが掲げている理念「プロレスで愛媛を元気
に！」がとても共感できたからだそうです。
　愛媛プロレスさんは、児童施設やグループホームなど年
間 100 施設訪問を目標に活動されています。イベントを
見に来た方々にはもちろん、事情があり来られない方もい
らっしゃるので訪問して「元気」を届ける、そんな理念に則
した素晴らしい活動です。山太郎さんもこの活動で沢山の
方々に喜んでいただき人生が変わったと言っていました。
　これから同友会でしっかり学び地域に根差しエンターテ

伊予・松前支部会員紹介：㈱魅せるぜえひめ愛（愛媛プロレス）  石鎚 山太郎さん

左から、八束和志さん、石鎚山太郎さん、今村暢秀さん
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「共感」をキーワードに、経営指針の浸透について学ぶ
経営労働委員会が「経営指針浸透塾」を開催

　愛媛同友会は 2024 年度、各委員会で勉強会を積極的に
開催していこうという方針を打ち出しています。その一環
として、経営労働委員会では「経営指針浸透塾」を 3 回シリー
ズで実施しています。

　経営指針浸透塾のキーワードは「共感」です。
　経営指針を成文化する時、経営者は真剣に社員のことを
考えながら作りあげていきます。そうしてできあがった経
営指針なのに、なかなか社内で浸透しない理由の一つが、
社員に真意が伝わっていないということです。経営指針へ
の理解を進めるため、社員に向けて働きかける（学習会など）
だけでなく、経営指針の方を社員目線に翻訳していこうと
いうのが、この浸透塾での学びです。
　講師は居

す え き
木義典さん（徳島同友会 会員／サステナブルパー

トナー 代表）。経営指針を成文
化したものの、「経営者一人で
頑張っている気がする」「社員
と共感しあえる関係を築きた
い」「チャレンジしていく社風
を創っていきたい」と悩んでい
る会員が対象で、14 社から、
経営者と役員・社員合わせて
23 名が参加しています。

　４月９日の第１回では「社長と社員のズレを知る」と題し、
経営者が想いを込めて作りあげた経営指針が、なぜ社員に伝
わらないのかを考えました。社員一人一人の役割や立場、年
齢などによって響く言葉やポイントが違うことを学び、彼ら

に伝わるように翻訳することの重要性を認識して浸透塾のス
タートを切りました。
　これを受けて、第２回では「理念を社員目線に翻訳する」、
第３回では「『経営者と社員はパートナーである』というこ
とを社内で共有する」をそれぞれテーマに据え、グループ
討論を交えながら学びを深めています。

　経営労働委員会では今後も、経営指針成文化セミナーだ
けでなく、「企業変革支援プログラム ver.2」の活用や、浸
透塾など、「人を生かす経営」の実践に繋がる様々な学びの
機会をつくっていきます。ぜひ、役員の皆さんと一緒にご
参加ください。

寄稿：大北 雅浩さん
（愛媛同友会 事務局）

講師の居木義典さん

会場と Zoom のハイブリッドで開催

経営者と社員の目線のズレについてグループ討論
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① �災害にあった時の債務整理に関するガイドラインや、地
震保険制度は官民共同の保険であるといった内容は知っ
ておくべきことです。財務事務所は、被災した時の金融
上の措置や経営再建の相談を行っています。これらの知
識は BCP の作成や見直しに役立つものです。

② �金融行政の歴史についての説明では、その変遷と中小企
業家同友会運動の歴史とが重なり、改めて同友会運動の
大切さ・先進性を感じました。

③ �経営者保証に関するガイドラインの説明は、改めて内容
を経営者に知らせる必要性を感じました。家族経営から
企業経営へ脱皮するためにも、会社と個人資産の公私混
同をなくし、定期的な金融機関への決算報告を通じてコ
ミュニケーションをはかること。経営指針の中に財務改
善計画を位置づけ、金融機関の信頼と信用を得て良好な
関係を作ることが会社の発展につながります。

④ �特にお願いしていた金利についての説明では、資料説明
と質疑応答によりいくつかの素朴な疑問が解決しまし
た。融資を申し込む場合、複数の金融機関に同じ資料を
提出しても、融資に結び付く場合と結びつかない場合が
あります。また、金融機関がどのような基準で貸し出し
を行っているか、金利を設定しているか、というところ
も説明がありました。どちらも各金融機関の経営方針に
よるようです。また今後の金利動向は日本銀行及び日本
政府の動向を注視していく必要があります。

⑤ �同友会が行っている地域づくりの活動で、今回の勉強会
をきっかけにして産官学の一体となった仕組み作りが進
むことが期待されます。

　財務局のホームページで業務内容を拝見すると、企業経
営に直接関係するものと間接的なものがあるようです。国
有財産の売却・金融機関の監督は身近なものに思いました。
財政教育プログラムや子育て世代向け講座などの出前講座
もしていただけるようです。また政策に関する調査は委員
会として関心のあるところです。
　勉強会の講師を務めていただいた松山財務事務所の宮本
克久所長、重松孝尚理財課長のお二人にお礼申し上げます。
ありがとうございました。
　なお、この記事は、参加者の皆様のご意見および感想文
を参考に作成しました。

※�財務省財務局について詳しくは同局のホームページから
　・各部門の業務内容 : 財務局 (mof.go.jp)
　・出前講座のご案内 : 財務局 (mof.go.jp)　

をご覧ください。

寄稿：米岡一嘉さん（オーガスト／政策委員長）

◆ 講　師：宮本 克久 氏　財務省 四国財務局 松山財務事務所 所長
重松 孝尚 氏　財務省 四国財務局 松山財務事務所 理財課長

◆ 日　時：４月 17 日（水）18：30 ～ 21：00
◆ 会　場：同友会事務局 ＆ Zoom（ハイブリッド）
◆ 参加者：16 名

〔金融の勉強会（政策委員会）〕 中小企業が地域金融機関から
借り入れをする時に知っておくべきポイント

～ 中小・地域金融機関向けの指針の変遷など ～

講師：宮本克久所長 講師：重松孝尚課長

勉強会のようす

　同友会の理事会において 2024 年度は、同友会経営者大
学に代わる学習会を各委員会で企画するように、という提
案がありました。それを受けて今回の勉強会を開催するに
至りました。
　年初、日本銀行の金融政策が転換し今後の金利上昇が見
込まれ、経営に与える影響が心配でした。来年度といわず
早い段階で金利の上がる経済状況について学び備えたい。
そのための金融に関する学習会を開きたいという思いで企
画しました。

今回の学習会で学んだこと



俳友会

お済みですか!?「同友会名簿アプリ」のインストール
　愛媛県中小企業家同友会では、会員同士のコミュニケーションを促すととも
に会の活性化を目指し、「同友会名簿アプリ」を導入しました。
　名簿の検索・閲覧はもちろん、メッセージの送受信や無料通話、スケジュール
の確認も可能な便利なアプリです。非常に便利です。
　ぜひインストールしていただき、ご活用ください！
※�最初のログインにＩＤとパスワードが必要です。e.doyu と同じものです。お分かりに

ならない場合は事務局までお問い合わせください。
※パソコンでの利用も可能です！　URL：https://web.doyumeibo.jp/#/
※�今後、会内の公式の連絡の遣り取りは名簿アプリに集約していきたいと考えております。

【お問合せ】愛媛同友会事務局　電話：089-948-9920　メール：info@ehime.doyu.jp
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六
月
に
な
り
ま
し
た
。
梅
雨
の
季
節
で
す
。
梅
雨
に
ま
つ
わ
る
季
語
は
「
走
り

梅
雨
」「
旱
梅
雨
」「
荒
梅
雨
」「
梅
雨
の
月
」「
梅
雨
夕
焼
」
な
ど
色
々
あ
り
ま
す
。

鬱
陶
し
い
季
節
と
嘆
か
ず
に
、
今
の
時
期
だ
か
ら
詠
め
る
俳

句
を
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆ 

最
優
秀
賞
　

　
父
の
日
に
ス
タ
メ
ン
サ
ー
ド
初
ヒ
ッ
ト武

田 

正
輝
さ
ん（
恭
栄
自
動
車
㈱
）

　
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
て
、
よ
う
や
く
つ
か
ん
だ
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
で
の
出
場
。

そ
の
日
は
奇
し
く
も
父
の
日
で
し
た
。
普
段
は
仕
事
で
忙
し
い
父
も
、
今
日
は
子
ど
も
の
晴

れ
姿
を
観
戦
で
す
。
ス
タ
メ
ン
と
い
う「
父
の
日
」の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
加
え
、
初
ヒ
ッ
ト
を
放

つ
活
躍
で
す
。
観
戦
す
る
父
と
、
選
手
と
し
て
躍
動
す
る
子
の
興
奮
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
六
月
第
三
日
曜
日
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
上
手
く
切
り
取
り
ま
し
た
。

◇
特
別
賞（
試
合
終
了
で
賞
）　

　
終
了
の
笛
荒
梅
雨
に
立
ち
す
く
む

中
村 

剛
さ
ん（
㈱
コ
ピ
ー
愛
媛
）

　「
荒
梅
雨
」は
激
し
い
梅
雨
の
雨
を
表
す
季
語
で
す
。
善
戦
空
し
く
試
合
終
了
の
笛
が

響
き
渡
り
ま
し
た
。
試
合
終
盤
は
こ
ち
ら
が
圧
倒
的
に
ゲ
ー
ム
を
支
配
し
て
い
た
の
に

…
。
激
し
い
雨
に
呆
然
と
立
ち
尽
く
す
選
手
の
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

　
　
　

◇
特
別
賞（
牡
丹
賞
）　

　
月
日
過
ぎ
牡
丹
三
輪
父
偲
ぶ大

野 

智
加
子
さ
ん（
㈱
コ
ピ
ー
愛
媛 

元
社
員
）

　
牡
丹
が
三
輪
咲
き
ま
し
た
。
父
が
好
き
だ
っ
た
牡
丹
の
花
で
す
。
父
が
亡
く
な
っ
て
月

日
は
過
ぎ
ま
し
た
が
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
父
を
思
い
出
し
ま
す
。

◇
特
別
賞（
六
月
生
ま
れ
の
本
音
で
賞
）　

　
嫌
だ
け
ど
嬉
し
く
も
あ
る
梅
雨
生
ま
れ

藤
原 

里
穂
さ
ん（
愛
媛
同
友
会
事
務
局
）

　
六
月
生
ま
れ
の
人
の
本
音
で
し
ょ
う
。
湿
り
気
の
多
い
季
節
で
す
が
、
紫
陽
花
は
美
し

く
蛍
は
魅
惑
的
で
す
。
自
分
の
誕
生
月
は
麗
し
い
も
の
で
す
。

◇
特
別
賞（
立
葵
賞
）　

　
異
世
界
の
風
情
を
運
ぶ
タ
チ
ア
オ
イ

竹
河
内 

博
之
さ
ん（
愛
媛
同
友
会
事
務
局
）

　
立
葵
の
花
に
作
者
は「
異
世
界
の
風
情
」を
感
じ
取
り
ま
し
た
。
中
七「
運
ぶ
」の
措
辞

に
よ
り
、立
葵
が
現
世
界
と
異
世
界
の
橋
渡
し
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

カ
タ
カ
ナ
表
記
の「
タ
チ
ア
オ
イ
」で
す
と
学
名
的
な
表
記
に
感
じ
ら
れ
ま
す
の
で
、
季

語
と
し
て
の
季
感
を
表
現
す
る
に
は
漢
字
で「
立
葵
」と
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

◇
特
別
賞（
蛍
狩
賞
）　

　
幼
い
日
懐
か
し
川
辺
蛍
狩
り

國
光 

重
子
さ
ん（
㈱
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

 

津
田
さ
ん
の
お
義
母
様
）

　
幼
い
こ
ろ
の
蛍
狩
り
を
懐
か
し
む
俳
句
で
す
。
幼
き
日
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
懐
か
し

い
か
、
具
体
的
に
表
現
す
る
と
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
増
し
ま
す
。

　
　（
例
）
ネ
ク
タ
イ
の
父
の
背
中
や
蛍
狩
り

　
い
ず
れ
の
兼
題
で
投
句
下
さ
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
兼
題
に
拘
ら
ず

自
由
に
詠
ん
で
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

�

講
評
：
髙
橋 

大
輔
さ
ん（
広
報
情
報
化
委
員
）

  

八
月
号 

兼
題
　

「
熱
帯
夜
」  「
朝
焼
」  「
盆
踊
」  

「
法
師
蝉
」  「
朝
顔
」

８月 投句QR

締切７月15日

  

七
月
号 

兼
題
　

「
極
暑
」  「
夕
焼
」  「
サ
ン
グ
ラ
ス
」  「
向
日
葵
」  

「
空
蝉（
う
つ
せ
み
）※
蝉
の
抜
け
殻
の
こ
と
」

７月 投句QR

締切６月15日

　
最
優
秀
賞
の
武
田
正
輝
さ
ん
に
は
、
表
彰
状
と
セ
ラ
ピ
ニ
ス
タ
律（
日
野
大

志
朗
さ
ん
／
松
山
支
部
第
３
地
区
会
）の
ス
テ
キ
な
賞
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

セ
ラ
ピ
ニ
ス
タ
律
の
ボ

デ
ィ
ケ
ア
60
分
で
心
身
と
も

に
整
え
て
い
た
だ
き
、
日
々

の
業
務
を
効
率
化
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

日野大志朗さん
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新会員のご紹介【６名】（４月理事会承認）

愛媛同友会は “ 仲間づくり運動 ”を推進しています。
共に学ぶ仲間を増やすには、会員の皆さんからのご紹介が欠かせません。

「経営者を一人ぼっちにしない」「会員は互いの辞書の 1 ページ」。
物価高騰や賃上げなど、経営課題は山積していて、経営の勉強をしなければ
企業の維持・発展が難しい時代となっています。
まずは例会等へのゲスト参加から。
お知り合いの経営者をご紹介ください。

会員一人がひとりのゲストを！

愛媛同友会事務局
TEL：089-948-9920　
メール：info@ehime.doyu.jp
※メールの方は件名に
　【ゲスト紹介】とお付けください！

ご紹介はこちらまで！

弘田 勉さん（ひろた つとむ）
松山支部第 2 地区会
㈱京屋 代表取締役
婚礼用貸衣裳、結婚式場運営
〒 790-0002　松山市二番町 2 丁目 7-13
ＴＥＬ：089-947-0117
紹介者：岡本悠己中小企業診断士事務所 岡本 悠己

川本 進一さん（かわもと しんいち）
松山支部第 1 地区会
川本電工㈱ 代表取締役
電気工事業
〒 791-1112 松山市南高井町 234 番地
ＴＥＬ：089-975-1990
紹介者：㈱アクティブ・アート 中鋪 和範

廣田 勇喜さん（ひろた ゆうき）
四国中央支部
㈱四国 PC サポート 代表取締役
地域密着型クラウドサービス、企業向けセキュ
リティ対策、企業向けシステム開発、ホームペー
ジ・EC サイト企画制作、PC 販売、修繕保守
〒 799-0101 四国中央市川之江町 2139-1
ＴＥＬ：0896-22-3981
紹介者：㈲石川工作所 石川 義和

阪本 ひとみさん（さかもと ひとみ）
松山支部第 2 地区会
心逢（ここあ） 代表
スナック
〒 790-0002 松山市二番町１丁目 4-9 

CITYビル403
ＴＥＬ：080-1990-8558
紹介者：㈲三和興産 渡部 伸哉

中島 佳代子さん（なかじま かよこ）
松山支部第 2 地区会
ＤＩＧダンススクール 代表
ダンススクール
〒 791-0215 東温市北野田 386（DIG STUDIO）
ＴＥＬ：089-961-1354
紹介者：㈱ SANPUKU フューチャー 津田 雅士

吉野 政也さん（よしの まさや）
松山支部第 2 地区会
ヨシノ㈱ 代表取締役
防水工事業
〒 790-0942  松山市古川北１丁目 24-6 

クレール古川北103号
ＴＥＬ：080-1998-9924
紹介者：㈱ BLOOM WORKS 北松 知美



理事会議事録14

2023 年度 愛媛同友会  第12 回理事会  議事録
【日時】2024 年４月 25 日（木）18：30 ～ 20：30　　【会場】二番町ホール・Zoom
【出席】理事 22 名　委任２通　事務局３名　　【議長】三好 大助　　【議事録】藤原 里穂

開会挨拶：米田 順哉
支部・地区会活動で悩み試行錯誤されていることと思います。
その悩みの答えが集約されている「同友会運動発展のために」
の読み合わせをだまされたと思って、改めてしてみてください。
さらに団結して 2024 年度も走り切っていきましょう！

承認事項
（１）�入退会承認　入会：6 名、退会：6 名。会員数：407 名

（期首：407 名）…大北　→　承認
　　 �400 名を超えての年度のスタートが切れました。引き

続き、ゲストへの丁寧かつ迅速なフォローをしていきま
しょう。

（２）�第 12 回経営フォーラムの決算の承認…大北　→　承認
　　 �黒字で着地。

総会議案に関する承認事項
（１）�第 40 回定時総会議案（第１号・２号・３号）の承認

…事務局　→　承認

報告事項
（１）全研 in 愛媛についての進捗報告…渡部
　　 �懇親会は ANA クラウンプラザホテルで行うことが再決

定しました。
　　 �また、実行委員会の三役、事務局、中同協事務局と打ち合

わせを行い、本来の姿である「中小企業問題を研究する集
会」として、報告者とは別でアドバイザー（各専門家）を立
てる分科会を取り戻していく方向性を確認しています。

（２）定時総会における全研 in 愛媛記念企画について…渡部
　　 �2023 年三重全研での実行委員長の平松洋一郎氏を招き、

経営実践報告と三重全研を経験してのお話をしていただ
くことになりました。

（３）�愛媛同友会ホームページ見直しプロジェクトの進捗報告
…武田・竹河内

　　 �ホームページ見直しのターゲットは主に入会候補者。入
会に繋げられるような分かりやすい内容を想定していま
す。ホームページ完成目標は、２月開催の愛媛全研をに
らんで 10 月です。

（４）�理事会を基本的にリアル開催にすることについての提案
…米田

　　 �Zoom が当たり前になり便利ですが、渡部副代表理事
がずっと言っている “ 熱伝導 ” するためには、やはりひ
ざを突き合わせて話をすることが大事です。遠方ややむ

を得ない場合は仕方ないですが、特に中予圏域の理事は
極力リアルで集まりませんか？結束を高めながら、喧々
諤々やりましょう！

　　 �上記提案に対し、今後、開催日程や場所などの検討も含
めて継続審議することになりました。

（５）�2024 年度正副代表理事会議と理事会の日程について…大北
　　 �＜正副代表理事会議＞�
　　　 �基本的に第２木曜の 17 時 30 分～19 時 30 分
　　 �＜理事会＞
　　　 �基本的に第４木曜の 18 時 30 分～20 時 30 分
　　　 �報告事項（４）に付随して、上記日程を基本とし、集

まりやすい日程に変更することも視野に入れて継続協
議していきます。

（６）愛媛同友会役員研修の実施についての報告…米田
　　 �単発ではなく、継続的に役員研修をやっていく必要があ

ります。参加しやすさを最優先して、参加費や Zoom 開
催などを設定していますので、理事だけでなく、各支部・
地区会の多くの方に会員の皆さま是非ご参加ください。

（７）各支部・地区会からの報告…議事録参照
　　 �7/26 に報告者として宮﨑本店の宮﨑由至さん（三重県）

をお招きし、松山支部と伊予・松前支部の合同例会を開
催予定。是非、例会へご参加を。…武田

（８）各委員会等からの報告…議事録参照
　　 �広報情報化委員会：�会報誌７月号は総会特集号のため、

会員紹介情報はなし…武田
（９）その他
　　 �１）総会議案関係のスケジュール確認…大北
　　 �２）各種会合の日程調整について…大北
　　　　 �支部・地区会・委員会で会合を開催する際、バッティ

ングを避けるため、まず事務局に日程の相談してく
ださい。事務局が責任を持って調整します。

（10）全国・他団体行事について
　　 �１）女性経営者全国交流会 in 大阪の案内…大北
　　　　 �６月 13 日（木）～ 14 日（金）、大阪で開催予定。

閉会挨拶：佐藤 慎輔
理事会を松山でリアル参加した際は、SDGｓのために電車移
動をして、是非お酒を交わしましょう。
5/16 に四国中央支部で条例推進本部長の熊井さん（熊本県）
をお招きして、憲章条例のワークショップ例会を行います。
休眠会員さんへの声掛けも行っています。同友会の会員とし
て学ぶ必要があり、その第１歩として行います。






